第17回　施設処遇検討会議　議事録　H23.9.5

13:30～15:30

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：長谷部S.G.M・須々田珠実・小笠原嘉紀・中岫かなえ

　　　　　　　　　　　　　　　　馬渕豊子・木村春子・小坂和子・中村文洋

　　　　　　（欠席者：秋山SGM・三浦綾・上平ユリ子）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

記　録：須々田珠実
議題

１：稲垣　ふき様　（青風荘入所者様）の処遇について

２：清川　厚子様（青山荘入所者様）の処遇について

１：稲垣　ふき様　（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　合併症：なし

＜処遇計画＞

1 身体不調の訴えが多い

睡眠状態が不安定

体重増加

幻聴

介入方法

· 夜間の睡眠状態、体調について毎朝確認し、変化があれば担当医に報告する。
· 夜間の見回りにて再入眠するよう声掛け睡眠時間の確保を図っていく。
· 不調の訴えがあった場合は傾聴し、安心できるようにアドバイスしながら経過を見守っていく。
· 体重測定を週1回行い、体重について認識してもらう。

· 体重が増加した時は間食を控えるようにアドバイスしたり、ウォーキング等の運動するようにすすめていく。

· 体調不良の訴えがあった時はデイナイトケアと情報交換し状態を見守っていく。
· 気分の高揚がみられた時は、状態観察し、他者とトラブルにならないように見守っていく。

②余暇の充実

介入方法

· 書き物やぬりえ、またテレビ観賞を勧め日中活動を促していく。

・　関係機関のレクリェーションや地域の行事などの情報を提供し地域活動へ参加する機会を促していく。

· 買い物も単独で出来るようになった為、次は美容院に行けるように、マナーやルールについて繰り返し指導し、ステップアップしていく。

· 定期的に面談をしたり、日々の交流から生活における希望を聞きだし、実現できるように本人と計画をたてていく。

＜評価＞

服薬処方変更後は以前に比べて精神的な安定が図られており、単独での買い物外出が出来るようになったり、美的関心（しわが増えた、服が似合わない、醜いとの訴えもある）も出てきており、社会性の伸びも見られる。幻聴に関して、体重増加に関連する内容の訴えも聞かれることから、身体不調と精神的不調の違いを見極め、本人の関心事を身体能力維持に繋げていく介入も可能ではないか。体重増加を気にしているため、本人との面談にてウォーキングなどの計画的な介入を実施していく。

余暇支援については、本人のストレングス（リーダーシップを図る、場を和ませる）を利用した介入として、グループ単位での行事参加や日中活動の促しも効果的ではないか。定期的な面談や生活場面で本人のニーズを引き出し、叶うようアプローチを行っていく。

２：清川　厚子様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　合併症：糖尿病（19単位）、白内障

＜処遇計画＞

1 健康管理

・毎日の体重・バイタル測定
・自炊訓練

· 散歩・ウォーキング

介入方法

①毎日の体重・バイタル測定

→糖尿病の為、毎朝体重・バイタル測定を行い記入し、主治医へ報告。

②月1回の栄養指導を受けている。

→栄養指導には職員同行し、1ヵ月の食事の献立を見て貰いアドバイスして貰う。また、バランスのよい献立で量が多くならない様に見守り指導する。

→6/16より主治医より体重を減量するようにと言われ、おやつも中止となる。ただし、おやつを食べる時には、他の物でカロリー調整をするようにと説明される。

　　0カロリーの飲み物は許可されている。

　③散歩・ウォーキングをスケジュールに取り入れる

②保清指導

・皮膚科受診

（頭皮垢の治療を継続）

介入方法

①皮膚科受診し、頭皮垢の治療を継続する。

→医師の指導のもと、洗髪入浴を行っていく。しかし時々面倒くさいと拒否するので、介助が必要となる。

②入浴を週3回（火・木・土）行う。

→皮膚受診している事もあり、悪化すると自分が困る事を繰り返し伝えていく。

③定期的な掃除洗濯をする。

→掃除洗濯を行っていない場合は、促しながら一緒に行う

　

③金銭管理

· 小遣い帳の記入

　介入方法

①外出・泊より帰院後の金銭管理の際に不明金が多く見られ、自分でも把握できていない事がある。

→レシートは忘れずに取って置くように促す。買い物をしてきた時にはその都度小遣い帳の記入を促し確認する。

②浪費傾向が見られる。

→特に食べ物の買いすぎた場合など、残金をごまかす事があり、その都度確認をしていく。
＜評価＞

　計画性がなく思いつきでの行動が多いため、外出等行う際には目的を持たせるよう働きかけが必要である。行動の背景には、本人の生活の中で満たされない思いもあると考えられ、夫様の関わりが厚くなることで変化も期待される。そのため、夫様へも引き続き介入の協力を依頼し、主婦としての役割の認識を持たせていく。自宅に弟様がいることで本人が自宅訓練を十分に実行できないこともあるため、夫様を通して環境調整も働きかける必要がある。

　青山荘体系移行後も青山荘へ通所しサービスを継続利用していくことを提案し、活動範囲を狭めず地域生活が継続できるよう、サービス利用が本人とってメリットになることを現段階から指導、教育していく。

　













